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ILEC科学委員会委員長　ヨルゲンセン教授
「ストックホルム水大賞」を受賞

ウェーデンの首都であり、水の都
と呼ばれるストックホルムで開催

されました、第14回ストックホルム水
シンポジウムにおいて、ILEC科学委

員会委員長であり、デンマーク王立薬
科大学教授であるスヴェン・エリッ
ク・ヨルゲンセン教授が、水のノーベ
ル賞とされる「2004年ストックホルム
水大賞」を受賞されました。

の「ストックホルム水大賞」は、
1991年にストックホルム国際水協

会によって設立された賞で、長年にわ
たる水環境保全への貢献が認められた
者、また健全な生態系の確保に寄与し
た者に与えられる、由緒ある賞です。

時に授与されるのが、「ストック
ホルム青少年水大賞」と「ストッ

クホルム産業水大賞」の2賞で、前者

の青少年水大賞には沖縄県立宮古農林
高校（日本）が、後者の産業水大賞に
はGrasim Industries株式会社（インド）
がそれぞれ受賞しました。

大賞の受賞に先立ち、オープニン
グセレモニーでヨルゲンセン教授

は自らの研究活動を振り返り、湖沼保
全において問題を明らかにするだけで
なく、いかに解決策を見い出したかに
ついて話されました。また関係者は、
教授の研究について、湖沼の“管理”
の方法だけでなく、健全な湖沼を“評
価”する方法も導きだしたと賞賛しま
した。また、授賞式（同年8月19日開催）

の際、同賞選考委員であるヘラルド教
授は、「自然と社会との調和のための純
粋な思いを持って活動されてきたこと
が、とても意味深いものである」との
メッセージを添えました。

ルゲンセン教授はILEC科学委員
会設立当初（1987年）から科学委

員として活躍され、1995年同委員会委

員長に就任されました。
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写真：ヨルゲンセン夫妻

写真：授賞式の様子。左から二番目がヨルゲンセン氏
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トックホルム青少年水大賞」は、
「ストックホルム水大賞」と同

時に授与される賞のひとつで、青少年
の活動に授与される賞です。本年は、
沖縄県立宮古農林高校の川平勉君、砂
川大輔君、山口香さんの3名で構成す
る研究グループのプロジェクトが選ば
れました。このニュースレターではこ
の3名と顧問の前里和洋先生の、喜び
のコメントを紹介します。
なお受賞した研究は、化学肥料中の

リン酸分と土壌中のカルシウムとで発
生する難溶性リンが土壌中に蓄積して
いることに注目し、その難溶性リンを
微生物によって分解させ、土壌中にリ
ン分として還元することによって化学
肥料の使用を抑制させ、そして地下水
の化学肥料汚染を減少させることをめ
ざしたものです。

平勉君：私は、ストックホルム青
少年水大賞という名誉ある賞を受

賞できたことを本当に嬉しく思ってい
ます。また、世界の同世代の青少年が

取り組んでいる水の研究は本当に素晴
らしいものばかりで、私もこれまで以
上に頑張って地下水保全の研究に頑張
って取り組んでいきたいと思いました。

川大輔君：私は今回のストックホ
ルム青少年水大賞という名誉ある

賞を受賞でき、大変うれしいと思って
います。私は世界の環境問題にも興
味・関心を持つようになりました。こ
れからは、自分の将来に役立て、先輩
達が後輩に引き継いだように、私も後
輩に地下水保全の研究を引き継ぎたい
と思います。

口香さん：ストックホルム青少年
水大賞に日本代表として参加させ

て頂き、わたしたちの研究内容が幸運
にも、アジアで初めての「水のノーベ
ル賞」であるグランプリを受賞できた
ことは大変うれしく思っています。ま
た、今回ストックホルムにおいて世界
の水研究者と交流できた事はとてもい
い経験になったと思います。私は、宮

古島の地下水保全の研究を通して学ん
だ事を活かして、将来地下水汚染で苦
しんでいる世界の人々の役に立ちたい
と考えています。

里和洋先生：この度のストックホ
ルム青少年水大賞（SJWP）とい

う名誉ある賞を頂くことができたの
は、宮古島の命の源である大切な地下
水を守ろうとする島に住む人々の日々
の活動が評価されたものと思います。
これからも農家の役に立つような足腰
の強い農業と、地下水保全型農業を目
指して生徒たちとともに研究を続ける
考えです。
このように、沖縄県立宮古農林高等

学校環境班がストックホルム青少年水
大賞をアジアで初めて受賞できたの
は、高橋裕先生をはじめとする日本水
大賞懸賞制度委員会の先生方や京都大
学の松井三郎先生、清水芳久先生、椎
貝博美会長をはじめとする日本河川協
会の方々のご指導の賜であり、心より
感謝申し上げます。

写真は，左から前里先生、山口さん、川平君、砂川君
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「ストックホルム青少年水大賞」は
日本人高校生グループが受賞



界湖沼会議は、滋賀県の提唱によ
り、1984年8月、世界29カ国の約

2,400人が参加して大津市で開催され
た国際会議「世界湖沼環境会議」が始
まりで、住民、研究者、行政の三者が
一体となって湖沼管理の英知を結集す
ることを目的に、2年ごとに世界各地
において開催国とILECとが共同して
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ニア政府では、2004年10
月末に湖沼会議の公式ホ

ームページを立ち上げ、第1
回アナウンスメントを発信し
ました。
今後、2005年2月に第2回ア

ナウンスメント（発表論文の

アブストラクト募集開始）、

2005年5月に第3回アナウンス

メント（参加者登録開始、発

表論文の要約まとめ、プログ

ラムの詳細発表）を予定して
います。

11回世界湖沼会議につい
ての詳細は、公式ホーム

ページ：http://www.ileckenya.

go.ke/およびILECのホームペ
ージ：http://www.ilec.or.jp/

をご参照ください。
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第11回世界湖沼会議2005年ケニアで開催

球環境ファシリティー（GEF）
の信託基金の実施機関である国

際復興開発銀行（世銀）のもと、
ILECは2003年3月から「湖沼流域管理
イニシアティヴ－GEFと非GEF湖沼
流域管理プロジェクトにおける経験
と当面の教訓に学ぶ」を実施してき
ました。このプロジェクトは、2005
年3月に終了を予定し、今号ではプロ
ジェクトに関する活動の経過を報告
します。なお最終の活動報告レポー
ト（冊子200ページ相当）は主要なデ
ータを収めたCD-ROMをセットにし

地

開催しています。
これまで、日本・アメリカ・ハンガ

リー・中国・イタリア・アルゼンチン
およびデンマークで開催いたしました
が、次回は、ケニア政府とILECとの
共催により、2005年10月31日から11月
4日までナイロビ市において開催する
こととなりました。

ケニアでの世界湖沼会議は、アフリ
カ大陸における最初の世界湖沼会議と
なります。
湖沼会議の基本テーマは、「湖沼流

域の持続的管理に向けて：世界の経験

とアフリカ大陸の課題」で、分科会の
テーマとして、次のような内容を予定
しております。

●第1分科会　カバナンスと水資源管理
●第2分科会　湖沼科学研究とモニタリング
●第3分科会　貧困の撲滅とエイズ対策等
●第4分科会　湖沼管理の緊急的課題
●第5分科会　湖沼管理への住民参加
●第6分科会　湖沼管理イニシアチヴ
●第7分科会　漁業、生物多様性、湖沼生態系の健全性
●第8分科会　湖沼への脅威―特にアフリカの現実に焦点を当てて
●第9分科会　地域文化

●特別分科会
S10 若者による分科会
S11 一般市民による分科会
S12 食糧―健康―水資源に関する分科会
S13 首長による特別分科会
S14 若手専門家による分科会
S15 専門機関会議

湖沼流域管理イニシアティヴ　経過報告

て3000セットを準備し、2005年3月に
発行します。このレポートは前述の
第11回世界湖沼会議（ナイロビ・ケ
ニア）など、主要な国際会議におい
て無料配布する予定です。

－ 経 過 報 告 －

●経験と教訓の概要書の完成
このプロジェクトでは世界の28の湖
沼に着目し、それぞれの湖沼の基本
的な情報や経験から得られた教訓を

まとめた報告書を作成します。草案
は2004年10月にまとまり、現在は最
終的な編集作業を行っています。
またこの28湖沼のうちのいくつかの
事例は I L E Cのジャーナルである
“Lakes and Reservoirs : Research

and Management”に掲載する予定
です。

●ワークショップの開催
ILECでは2003年に三度の地域ワー
クショップを開催しました。開催地
はマニラ（フィリピン）、ナイロビ
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（ケニア）、ヴァーモント（米国）で、
200人を超える湖沼関係者が集まり、
28湖沼の経験や教訓について意見を
交わしました。

●テーマ別の報告書の完成
湖沼管理を行ううえで配
慮すべきテーマのうち、
主要な17のテーマについ
てまとめた要領本を作成
しました。これも現在最
終編集を行っています。

●湖沼流域マップの作成
現時点で28湖沼のうち約
半数の湖沼について完成
しています。また残りの
湖沼についても2005年1月
末に完成します。

●最終活動報告レポートの作成
現在草案について広く意見を集め、
最終報告にむけて校正しています。
このレポートは2005年2月頃に開催
を予定している最終の運営委員会で
承認を受ける予定です。

お関係資料はhttp://www.worldlakes.

org/programs.asp?programid=2

に掲載しています。当プロジェクトに
関するご意見等ございましたらgefmsp

@ilec.or.jpまでご連絡ください。

な

写真：地域ワークショップ（マニラ、フィリピン）の様子。左は、琵琶湖研究所所長 中村正久氏。

写真：地域ワークショップ（マニラ、フィリピン）の参加者
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年で5回目を迎えましたJICA－水
環境を主題とする環境教育コー

スが、滋賀大学教育学部の協力のも
と、実施されました。本年の研修期
間は平成16年9月5日から10月21日
（ILEC受入期間）で、7カ国8名（ボリ
ビア、モロッコ、パキスタン、パナ
マ、タイ、チュニジア各1名、ヴェト
ナム2名）の研修員が参加しました。
この研修は、講義・視察・演習を

通して、特に水環境を主題とした環
境教育のノウハウを学びます。そし
て最終的に研修員は、帰国後自国で
実施するアクションプランを策定し
ます。
このニュースレターでは多くある

講義の中でも特に研修員にとって重
要なアイディアになった、琵琶湖博
物館での演習をご紹介します。

■ 琵琶湖博物館での演習 ■

琶湖博物館は年間入場者が約50
万人です。まず研修員はその入

場者数に驚いていました。なぜそん
なに人が来るのか？そんな疑問を持
ちながら、楠岡泰主任学芸員に館内
を案内してもらいました。館内を見
学中、彼らの驚きはさらに増えまし
た。「これ、触っていいんですか？こ
れやってみてもいいんですか？これ
は本物ですか？」そして見学の後、

彼らの中からこんなコメントがあり
ました。「私たちの国の博物館は美術
館のように、ただ眺めるだけでのも
ので、ちっとも楽しくないんです。
でも琵琶湖博物館は見学者と展示物
との距離が非常に近く、触ったり、
実験をしたり、直接体験できる“し
かけ”がたくさんあって、大人の私
でも楽しかった。」

に博物館の交流事業のひとつで
ある「伯母川探検隊」事業の説

明を受けました。この事業は、通常
の「博物館に来てもらう」ではなく
「博物館から地域への働きかける」と
いう視点に立った事業です。特にこ
の「伯母川探検隊」事業は、博物
館・学校・公民館の三者連携による
プログラムという視点において研修
員には新しく、地域の博物館のひと
つのあり方として非常に重要視した
ようです。
また別の日ですが研修員は実際に

「伯母川探検隊」の活動にも参加しま
した。地域のこども達と一緒に川に
入り、魚や昆虫を見つけ、伯母川に
触れました。そしてわずかな時間で
したが研修員自らが世界地図の前に
立って自国の紹介するなど、講義や
演習では得られない地域の人との交
流と、環境教育のすばらしさを体験
することが出来ました。

連持続可能な開発のための教育
の10年（United Nations Decade

of Education for Sustainable Development :
UNDESD）」は2002年12月に開催され
た第57回国連総会において宣言された
もので、同時にユネスコをリード･エ
ージェンシーとしました。これは、
「持続可能な開発」について様々な側
面から話し合われた1992年のリオ・サ
ミットにおいて、「教育」もその重要
な役割を担うと認識されました。その
後ユネスコが中心となって、「国連持
続可能な開発委員会」において、「持
続可能な開発」のための「教育」のあ
り方について話し合われた結果といえ
ます。この宣言の基本ビジョンは、
「誰にも教育から恩恵を受ける機会が
あり、持続可能な未来及び積極的な社
会の変換のために必要な価値観や行
動、ライフスタイルを学習する機会が
ある世界」としています。

本

琵

次
「国

JICA－環境教育コースを実施しました

国連持続可能な開発の
ための教育の10年

トピック

写真：伯母川探検隊とJICA研修員。伯母川にて。
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錦江の宝石、大清（テチョン）湖
徐　東一（セオ・ドンギル）

忠南国立大学　環境工学科

韓国　忠清南道　大田

●水質
図3に示すように、湖水のBOD濃度

は減少しつつあるが、COD濃度のほう
は増加し続けている。この傾向は、生
分解しない汚染物質の流入が顕著であ
ることを示す。大清湖の上流域はあま
り工業化が進んでいないが、これは、
韓国の湖沼中で比較的よい水質を保つ
ことのできる利点だと考えられる。し
かし現在は、夏にくりかえし藻類の異
常発生（水の華）がおこり、水資源の
利用にとっては好ましくない。このダ
ムとダム湖を管理しているのは韓国水
資源公社だが、この機関は、集水域か
ら湖への汚染物の流入を規制する権限
を全く持っていないので、水質の管理

は非常に困難である。水質を効果的に
管理するためには、住民・水の利用
者・政府・地方政府・ボランティア団
体・水管理機関など、すべての関係者
たちが協力して、包括的な湖の水質保
護計画を作ることが必要であろう。

●全廃棄物負荷管理計画
韓国政府は、水体への汚染負荷を減

らすために、包括的な水質管理計画を
発足させた。2004年の夏に、政府は、
錦江流域に対するこの訓令の適用を承
認した。流域内の各行政単位の役所は、
汚染物の発生量を限度以下におさえる
ための計画を立てる責任を負う。各流
域に対する排出限度量は、都市域に対

しては2008年に、小規模な地方政府に
対しては2010年に定められる予定であ
る。

●大清湖の水質管理計画
湖の水質を保護するためには、発生

源からの汚染の流入を最小にとどめる
のが最善の方法である。国の政府と地
方政府は、協力して、流域内の点汚染
源と非点（分散）汚染源との制御に努
めなければならない。しかし、汚染物
質の発生を完全になくすることはでき
ないだろうから、湖内での処理も必要
になる。その方法としては、浮遊ごみ
を集める柵の設置、黄土や薬品の施用、
濾過または浮遊凝集による藻類の除

●大清（テチョン）湖
韓国の気候を支配しているのは、夏

の間だけで年雨量の3分の2を降らせる
モンスーン（季節風）である。韓国の
山地域では、この雨水はすぐ地表を流
出して、しばしば下流地域に洪水をお
こす。しかし、この雨量の季節性によ
って、農作業を始めるために大量の水
を必要とする春の時期に、旱ばつがお
こりやすい。歴史によると、韓国では、

7世紀の新羅の時代から貯水池を造成
していた。現在では、全国に18,000も
の貯水池があり、ダムの高さ15ｍ、貯
水量300万トン以上の大型ダムが1,214
ヵ所にのぼる。
図1に示すように、大清（Daecheong）

湖は、韓国第3の大河錦江（G e u m
River）の中流に位置する。この湖は、
大清（テチョン）・ダムの竣工に伴な
って1980年に形成された。その貯水

可能量は15億トンで、容量からいえ
ば、昭陽（ S o y a n g）湖と忠州
（Choongju）湖に次ぐ韓国で3番目に
大きいダム湖である。ダムは多目的
で、洪水・旱ばつの制御、用水の供
給・水力発電の機能をもつ。川の総
延長はおよそ4 0 0 k m、流域面積は
10,000‡ほど、年間の給水量は、一般
用水13億トン、灌漑用水3.5億トンで
ある。

図1：錦江の流域とテチョン湖の位置図
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去、人工的水循環システムの設置、
等々が考えられる。しかし、研究と立
証のための時間がまだ不十分なので、
湖水に対してどの方法が最適かを示す
根拠はまだ不足している。

●「大清湖を救え」運動
DLSM（ Daecheong Lake Save

Movement）は、環境NGO（非政府組
織）で、2002年に設立された。その目
的は、住民とNGO、官公庁の協力によ
る研究、モニタリング、広報・教育活
動を通じて、大清湖とその周辺の水質
と生態系を守り、住民への情報の普及
と保全活動を強化することである。
おもな活動は、
１．テチョン湖の水質・生態系の改

善方法の調査、研究および開発
２．湖沼環境に関する法規、条例、

政策の研究
３．環境問題のインストラクター
（指導者）の養成

４．現地住民の参加と協力の促進
５．環境保全活動と協力への援助
テチョン湖地域には4つの環境グル

ープがあり、ネットワークを形成して
共同で活動している。DLSMは、さま
ざまなワークショップや特別なイベン
トを催して、大清湖の環境問題につい
ての関心を高めてきた。

●テチョン湖の将来
テチョン湖を保護するための最も重

要な第一歩は、まず湖そのものを理解
することである。この目的の達成には、
多量の情報が必要になる。この湖にか
かわる関係者は、同じ目標――大清湖
の改善――を共有しているけれども、
それぞれが持っている情報のレベルは
まちまちである。時には、ある利害関
係グループが、特殊な関係を持ってい
るために、客観的な判断が妨げられる
こともあるだろう。したがって、この
ような情報の必要性に対応するために
は、情報センターを設ける必要がある。
DLSMは、教育機関、研究機関、環境
グループ、ボランティア・グループな
どの統合、必要な情報の交換に、中核
の1つとしての役割を果たすことがで
きる。このような目的に向かっては、
まずデータ収集の戦略を立てねばなら

図2：テチョン湖の風景。太田市Daedeok地域のホームページ（www.deadeok-gu.deajeon.kr）による。

ない。続いては、集水域の水文循環、
水路構造、湖の水力学、水質動態を含
む、テチョン湖水の包括的なモデルを
作ることが必要になろう。また、実地
の規模で適用可能な、水質改善の代替
策を開発することも必要だろう。

上記のような作業は、短時間には完
了できないだろう。韓国の諺（ことわ
ざ）では、「いくら急いでも、針穴に
糸を通さねば縫いものはできない」と
いう。我々は、正確なデータと適切な
科学的原理に基づいて、環境問題と
人々の努力との間のギャップを絶えず
うずめていくべきである。我々が大清
湖をよりよく理解したとき、その水質
の保護と改善をより前進させることが
できるのである。

図3：テチョン湖水のBOD、COD値の変化。
韓国環境省水環境情報システム、2004年（water.nier.go.kr/weis）による。
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こども環境教室を開催しました
本年も平和堂財団（滋賀県彦根市）

の助成のもと、「こども環境教室」を、
7月28日から30日の3日間にわたって開
催しました。参加対象者は滋賀県内の
小学生高学年（4年生から6年生）とし、
草津市をはじめ、近江八幡市、栗東市
の小学生20名が参加してくれました。
初日は午前中に環境問題を題材とし

た「環境カルタ」ゲームを通して、参
加小学生同士が親交を深め、午後には
紙すき職人の平山一造氏、大津市環境
保全課の鳥飼氏をお迎えし、ヨシの紙
すき体験をしました。2日目は琵琶湖
博物館の主任学芸員の楠岡先生をお迎
えし、琵琶湖博物館の見学、プランク
トンの採集・観察を行いました。
最終日は滋賀大学の川嶋先生をお迎

えし、身近な素材を使ったリンの検出
実験など環境問題を、身近なものを利
用する実験を通して勉強しました。

また10月から11月にかけては県内の
平和堂4店舗において「こども環境教
室」活動展示会を開催しました。展示
会では、参加小学生が自らすいたヨシ

紙に琵琶湖へのメッセージを添えたポ
スターや、環境教室の期間中の、こど
もたちの表情を撮った写真、ILECの
活動を紹介する資料を展示しました。

“ハロー・タイル”募金活動のご紹介
綾羽が運営するショッピングセンターのA･SQUARE

では、毎年春と秋の2回“ハロータイル”の募金活動が
行われています。今年も10月16、17の両日に大勢の親子
連れが手形押しに参加しました。手形が押されたタイル
は信楽で焼かれた後、同広場の歩道に貼り付けられ、い
つまでも記念として見ることができます。今春、参加さ

れてはいかがですか。
平成8年からこれまでの
タイル数は1136枚、募
金額は約56万円にも達
しています。ILECでは
この募金をびわ湖をは
じめ世界の湖沼の環境
保全のために大切に使
っています。

設立 20周年のお知らせ
今年は、ILECにとって大変意義のある年です。長年の懸案であったアフリカ大陸で初めての世界湖沼会議が10月31日から

11月4日にケニアのナイロビで開催されます。また、翌2月には本財団の前身である「国際湖沼環境委員会」が設立されて満
20周年を迎えます。現在、ILECでは歴代科学委員録の編集・発行の準備を進めています。

写真：教室に参加したこども達。上段中央は川嶋先生（滋賀大）。


